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静岡地学 73号(1996)

~神奈川県立生命の皿@

浜田 俊*

全国には数多くの博物館があり、独自の特徴と機能を備えて地域社会に貢献している o 12月24日、

県地学会冬季巡検が、平成 7年 3月初日、小田原市郊外に開館した県立生命の星@地球博物館で行わ

れた(図 1) 0 場所は小田原市入生田、国道 l号線入生田交差点陸橋に大きく館名が表示しである、そ

こを右折するとモダンな建物が見えてくる、これが目的の博物館である O

参加者はほぼ定刻に集合したが、数は少ない、これも暮れのせいかもしれない。

章博士の説明を開きながら案内をしてもらう O 地上 4階、地下 1~昔、地下は駐車場であり、災害時に

は地域住民の避難場所にあてられるという O 入館者は開館以来約 39万人に達している O 多くは東京方

面からの見学者で、これは箱根に近いから行楽のついでに寄ってみようということらしい。また

生以下は無料なので、小学生の遠足など学習の場としての利用も多いようである O
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もしろい」といった声が間かれるような展示である(写真 4.. 5 ) 0 またこのゾーンの一角には化おラ

ボという部屋があり、化石をクリーニングしているところを見学することもできる O

2階には地元神奈川県の生い立ちを紹介している O 地元の身近な生物や、ゾウの化石などまた、プ

レートテクニクスの考え方を取り入れて、丹沢と伊豆半島とのかかわりなどもわかりやすく解説しで

ある O 植物もレプリカであるが色彩なども精巧に作られている O

3階ジャンボブックには、学芸員の方々の日

本)などが展示してある O

倍人コレクション(サメの歯 e

収蔵庫には、化石、岩石、動物植物標本などの未整理のものなど約 40

なシステムで保管されている O 床面積を有効にするために、 2階部分

状の床になっていて、柱もあまり使われていなかった。

されている O

ため

よう

に見られるような網目

も

この館の特徴としては、 るJ主体から「触れるJことができるという点ではなかろうか。また小

とした屋外実習などの研修会を常時実施していることなどである O

新しし り多いものであった。静岡県にも 1日も早く自然史博物館の建設が望まれ

るO
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3 (パレイ ルス)の化石
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